
（理由）
佐賀県⿅島市、太良町、⻑崎県諫早市は、多良岳や経ヶ岳など多良岳

山系と干潟を有する有明海沿岸に面した地域に位置し、人や地域を相互
につなぐ幹線道路は⼀般国道２０７号のみとなっています。
このような中、災害時の道路が担う役割に着目すると、「熊本地震」

や「令和元年８⽉九州北部豪⾬」、「令和２年７⽉豪⾬」、「令和３年
８⽉の大⾬」のような激甚化、頻発化する自然災害に備えるため、リダ
ンダンシーの確保が求められています。
平常時に着目すると、この地域は、九州横断自動⾞道、九州佐賀国際

空港、⻑崎空港、⻑崎駅、⻑崎港など物流拠点へのアクセス性が低く、
また佐賀・⻑崎エリアの都市拠点を有明海沿いに環状に結ぶ広域道路
ネットワークが乏しいことから「人・モノ」の動きが固定化し、広域的
かつ活発な経済・社会活動が⽴ち遅れています。
現在、有明海沿岸地域の福岡県、熊本県、佐賀県、⻑崎県の各地域は、

沿岸地域を環状に結ぶ⾼速交通ネットワークを形成する⾼規格道路の整
備が着々と進められていますが、⿅島市、太良町から諫早市までの区間
は、未着⼿の路線となっています。
これらの諸問題を解消し、災害に強い道路の整備と有明海沿岸地域の

⼀体的な発展を図るためには、⿅島市、太良町から諫早市間において、
地域間の相互交流及び連携機能を有する⾼速交通ネットワークの早期整
備が必要であることから、災害への備え及び観光等の経済活動復興とし
て、人流・物流の活性化に向けた⾼規格道路のミッシングリンクの解消
及びダブルネットワークの構築を図るとともに、九州リングネットワー
クの⼀つを担う、有明海沿岸道路や島原道路等と⼀体となった広域道路
ネットワークの整備をお願いします。

有明海沿岸地域の佐賀県⿅島市、太良町から⻑崎県諫早市までの⾼規格道
路としての位置付けの明確化に向けて、２県間を繋ぎ３市町を経由する広域にわ
たる区間に関して、有明海沿岸道路や島原道路等と⼀体となった広域道路ネット
ワークの整備が求められていることから、路線の調査・検討に着⼿していただくこと
を強く要望します 。

有明海沿岸地域の幹線道路整備について
本会を構成する２市１町（長崎県諫早市、佐賀県鹿島市、佐賀県藤津郡

太良町）に係る道路整備の促進につきましては、日頃より格別の御高配と

御協力を賜り、厚く御礼申し上げます。

今日、我が国の財政状況は厳しい状況でありますが、幹線道路ネット

ワークの整備により、住民の命と暮らしを守り、地域の活性化を図ること

は、地方にとって非常に重要であります。

また、本格的な少子・高齢化社会への移行という社会構造の急激な変化

の中で、安全で良好な生活環境を次世代に引き継ぐためには、社会・経済

活動を支える道路整備のより一層の推進が不可欠であります。

つきましては、道路整備の積極的な促進と本会構成２市１町を結ぶ有明

海沿岸道路や島原道路等と一体となった広域道路ネットワークの整備に対

しまして、特段のご理解とご支援を賜りますよう、よろしくお願い申し上

げます。

有明海沿岸道路⻄部地区建設促進期成会

https://www.city.saga-kashima.
lg.jp/main/11850.html

期成会活動は、各市町ＨＰでも公開中です︕
今後、ＳＮＳなども活⽤しながら、道路整備の必要性等を発信していく予定です

https://www.city.isahaya.
nagasaki.jp/post40/33314.html

有明海沿岸道路(⿅島〜諫早)
ストック効果集

道路整備に関する国、県などへの
要望(要望書)

はコチラはコチラ

有明海沿岸道路西部地区建設促進期成会

会 長 諫早市長 大久保 潔重

道路は最も基礎的な社会資本であり、安全で快適な国⺠⽣活と活⼒あ
る経済社会を実現するためには必要不可⽋です。例えば 熊本地震のよう
な自然災害の発⽣時には、既存道路が機能を⼗分に発揮できないことが
心配されており、「命の道」として⼈々の移動や物流を確保し、救急医
療にも対応するために代替道路や避難ルートの整備が求められています。
特に、公共輸送機関等の他の交通体系が脆弱な地方においては、 道路

は地域住⺠の⽇常⽣活と密接な関係にあり、整備を求める地域住⺠の声
には切実なものがあります。
しかしながら、その整備状況は都市部に⽐べると、⼤きく⽴ち遅れ、

広域的な地域間交流・連携の障害となっており、 「国土の均衡ある発
展」には程遠い状況となっています。
つきましては、中央と地方の交通移動環境格差を⼗分認識され、これ

まで以上に地方の声や実情に配慮していただき、２１世紀の活⼒ある地
域づくりのため、次の事項に特段の御配慮を賜りたく、強く要望します。

道路事業の推進及び整備促進について

地域発展のために必要となる社会資本整備のための公共事業費
を増額するとともに、地方創⽣に資する道路関係予算を安定的か
つ持続的に確保すること。

１

防災・減災、国⼟強靭化のための５か年加速化対策に必要な予
算・財源を例年以上の規模で確保し、計画的に事業を推進すると
ともに、改正国⼟強靱化基本法を踏まえ、対策完了後においても
予算・財源を通常予算とは別枠で確保して、継続的・安定的に取
り組むこと。

２

平常時・災害時における安定的な人流・物流の確保に向けダブ
ルネットワーク化を図るとともに広域道路ネットワークのミッシ
ングリンク解消に向けた道路整備を⼀層推進すること。

３

地方が真に必要としている道路整備を計画的かつ着実に推進す
ること。４

頻発化する大規模自然災害の脅威・危機に即応するための地方
整備局等の体制の充実・強化や災害対応に必要となる資機材の更
なる確保及び資材価格が⾼騰する中でも必要な道路整備・管理が
安定的に進められるように取り組むこと。

５

会 ⻑

副会⻑
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〃
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松 尾 勝 利

永 淵 孝 幸

南 条 博

徳 村 博 紀

江 口 孝 二

有明海沿岸道路西部地区建設促進期成会
（諫早市・鹿島市・太良町）

令 和 ５ 年

有明海沿岸道路⻄部地区の整備促進について

要 望 書
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約40分短縮



長崎港

⿅島市

諫早市

九州佐賀
国際空港

熊本港

長崎県

佐賀県

熊本県

長洲港

嬉野市

白石町

宇土市

大村市

東彼杵町

⻑崎市

福岡県

長崎空港

太良町

E34

E35

明
海

有

山内

うき

おおむた ⿅北

泗水

彼杵の荘

⻑崎街道鈴⽥峠

うれしのまるく

髙島炭坑

端島炭坑

三菱⻑崎造船所

小菅修船場跡
旧グラバー住宅
・大浦天主堂

三重津海軍所跡

三池炭坑

三角⻄港
原城跡

伊万里港

佐賀駅

八代港

東よか干潟

肥前鹿島干潟

荒尾干潟
E34 三池港

佐世保駅

長崎駅

熊本駅

三角港

島原市

佐世保市

伊万⾥市

武雄市

佐賀市

⼋⼥市

山⿅市

大牟⽥市

玉名市

熊本市

⼋代市

E3

E3

大川東IC
柳川⻄IC

徳益IC

大和北IC
大和南IC

⾼⽥IC

⿊崎IC

大牟⽥北IC
健⽼IC

大牟⽥IC
三池港IC

芦刈南IC

島原南IC
中安徳IC

合津IC
知十IC

米の山IC
上津浦IC

大野島IC

吾
妻
⻄
Ｉ
Ｃ

みすみIC

登⽴IC

大川中央IC
福富北IC

福富IC

嘉
瀬
南
Ｉ
Ｃ

久
保
⽥
Ｉ
Ｃ

諫早IC

諸
富
Ｉ
Ｃ

小船越IC

瀬
戸
Ｉ
Ｃ

本渡港IC

０ 10km5

NO SCALE

佐
世
保
大
塔
Ｉ
Ｃ

武雄北⽅IC

武雄JCT

多久IC

⻑崎IC

⼋⼥IC

熊本IC

⼋代JCT

嘉島JCT

諫早市

芦刈IC

凡 例

一般国道

構想路線

ラムサール条約登録湿地
世界文化遺産

供⽤中

事業中

調査中

⾼規格道路

調査中

空港 港湾

鉄道駅 道の駅

都市

有明海周辺の主要な観光地

⼀般広域道路

構想路線

その他主たる道路

主要な拠点

観光資源
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ネットワーク

供⽤中

事業中

３
輸送距離・費用・時間の短縮！

産業の流通を支える広域道路ネットワーク！
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▲雲仙ブロッコリー部会 ブロッコリー出荷量

(出荷量)

2017 2022

地域から全国へ、産業を送り出します︕

農業

◆渋滞によりトラックの荷台に熱がこもると豚に大
きなストレスがかかり、品質低下につながります。

◆と畜場までの輸送における渋滞が軽減されれ
ば、道路の⾛⾏性も良くなるため、豚の品質
低下のリスク軽減が期待できます。

◆島原半島は農作物を年間約13万t関⻄や関東⽅⾯へ陸送で出荷しています。
◆近年では雲仙ブロッコリー部会が令和元年度農林⽔産祭の天皇杯を受賞しました。
◆輸送時間が短縮されれば、輸送規模の拡大が⾒込まれます。

グラフ資料︓東京都中央卸売市場出荷地別
取扱実績（R4.4〜R5.3実績）

出荷量増加中︕輸送規模拡大を⾒込める雲仙ブロッコリー

畜産
業

輸送時のストレス軽減で品質低下のリスクも軽減︕

⾦星佐賀豚 全国からの需要が⾼い有明海産の良質な牡蠣

鮮度が命︕全国シェア率の⾼い

高級食材の芝エビとコハダ

◆東京市場へは福岡空港から空輸され
ており、輸送時間の短縮により、荷傷
みを防ぎ、鮮度を保つことが
できます。

◆輸送時間が短縮されれば、販路の拡
大も期待できます。

漁業

熊本

34%

千葉

23%

佐賀

20%

その他

23%

佐賀

60%
長崎

24%

東京

11%

その他

5%

コハダ

佐賀県が
全国３位︕

東京市場での
取り扱いは2県で
80％超︕

◆東京の市場まで輸送される牡蠣も、輸
送時間の短縮により、鮮度を保つこと
が可能になります。

◆より良質で新鮮な牡蠣を輸送できれば、
取引増加により、市場規模の拡大が
⾒込めます。

芝エビ

小⻑井かき「華連」
2012かき日本一決定戦初代グランプリ

道路整備による物流強化が産業活性化を牽引︕

半導体事業

⿅島

しろいし

鍋島邸

島原城

ひまわり

吉利支丹墓碑

日野江城跡

太良

位置図

E34

武雄北方IC

34

207

嬉野IC

武雄JCT

多
良
岳

鹿島市

東そのぎIC

諫早IC

大村IC

生活エリア

生活
エリア

太良町

諫早市

大規模災害に備え､対応できる防災力！１

幹線道路２路線が近接しているため大雪
など広範囲災害時には機能不全の⼼配。

E34
34

東そのぎIC

至

佐
賀
⽅
面

至 ⻑崎⽅面

佐賀・⻑崎県境の幹線道路ネットワークは、多良岳を中⼼に
⻑崎⾃動⾞道及び国道３４号の⻄側ルートと国道２０７号の東側ルートにて構成されています

⽣活エリアの通過や２⾞線道路であるため
幹線道路としての⾛⾏性が低い。

近接しているため、広範囲災害時に２路線が同
時に機能不全となることに不安が募る。

幹線道路の⻑崎⾃動⾞道と国道３４号が近接

＜地域の声①＞
通過交通や大型⾞両が⽣活エリアを通
過するため、スーパーへの買い物や通学
など歩⾏者の⽇常⽣活で困っている。

⻄側ルート 東側ルート

期待される効果
[現 況] [整備後]

約109分 約53分

東側移動時間
武雄北⽅IC⇔諫早IC(迂回ルート)

※ R3全国道路街路交通情勢調査より算出
[昼間12h平均旅⾏速度（整備後は80.0km/hで計算）]

約56分短縮

約32分
(通常時)

⻄側移動所要時間
武雄北⽅IC⇔諫早IC

リダンダンシー
の強化

⻄側ルートに対するリダンダンシーの強化災害時1
東側ルートに対する幹線道路ネットワークの形成平常時2

『地域医療』を支える、救命救急搬送！２

有明海沿岸地域の⿅島市・太良町・諫早市は、直近の第３次救急医療機関までに
１時間以上を要します。第３次救急医療機関は⽣命に危険が及ぶような重症・重篤
患者に対応する救急医療機関であり、救急搬送が不可⽋です。

搬送時の加減速やカーブを⾛⾏する際の
横揺れなど⾛⾏には患者への細⼼の配慮
を要するため、ドライバー及び患者への負
担が⼼配

直近の第３次救急医療機関まで
に１時間以上を要するため、⼀刻
を争う状況では⻑時間に及ぶ搬送
時間が⼼配

期待される効果
第３次救急医療機関までの所要時間が約30〜50％短縮1
⾛⾏性の改善により、救急⾞ドライバーの不安軽減、患者への負担軽減に寄与2

＜地域の声②＞
大⾬による通⾏⽌めは、仕事に影
響がでるので、早急に対策を︕

大雨により大規模な迂回が発⽣(R3.8)
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国道34号・国道
207号など主要幹線
道路が、冠水により
同時に通⾏⽌め。
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国道３４号冠水発生状況
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天草キリシタン館

熊本城

有明海沿岸地域や島原半島等の豊富な観光資源を活かし

新たな観光メニューを創出

４地域の交流・連携を促進し、新たな観光推進を図る！

◆有明海沿岸道路の整備促進に合わせ、地域の観光も連携することで、大きな相乗効果を⽣み出すことができます。

(仮)道の駅251重傷患者の生死を分ける！入電から医師引き渡しまでの所要時間が短縮
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工業
◆近年の半導体事業の活性化に伴い、
市場規模は拡大を続けています。

◆特に有明海沿岸地域では、半導体
工場の進出が相次いでおり、サプライ
チェーンの形成も進んでいくことから、企業
間の垣根を越えた繋がりにより、産業の
活性化が⾒込まれ、雇用も創出します。

◆道路整備により輸送時間の短縮や物流コスト
が削減されれば、他社との優位性も確保でき
ることから、更なる企業⽴地の促進が期待でき
ます。

有
明
海
沿
岸

︓有明海沿岸周辺の半導体工場

眼鏡橋

祐徳稲荷神社 （仮称）道の駅２５１
※令和７年度開駅目標

竹崎城址展望台

⼈・モノの交流を⽣む道路が県境の垣根を越えた地⽅創⽣を促し、
持続可能な地⽅の成⻑を後押しします︕

鹿島 太良 諫早

環有明の
観光連携

観光⾯で
県境を越えた
連携を図る

広域交通
ネットワーク
が形成される

アクセス時間の
短縮で快適な
移動を実現

約83分 約51分
0
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60

[搬送所要時間]

※ R3全国道路街路交通情勢調査より算出昼間12h平均旅⾏速度
（整備後は⾼規格道路で計算）
※佐賀県平均の出典︓R４年版救急・救助の現況 [総務省(消防庁)]

太良町（太良分署） 現場
嬉野医療センターへの搬送

[搬送所要時間]

※ R3全国道路街路交通情勢調査より算出昼間12h平均旅⾏速度
（整備後は⾼規格道路で計算）
※佐賀県平均の出典︓R４年版救急・救助の現況 [総務省(消防庁)]

佐賀県 平均38分

（分）

現 況 整備後

所要時間が

約32分短縮

90

太良町（太良分署） 現場
佐賀県医療センター好生館への搬送

0
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60

[搬送所要時間]
（分）

現 況 整備後
※ R3全国道路街路交通情勢調査より算出昼間12h平均旅⾏速度
（整備後は⾼規格道路で計算）
※⻑崎県平均の出典︓R４年版救急・救助の現況 [総務省(消防庁)]

諫早市（高来分署） 現場
長崎医療センターへの搬送

所要時間が

約33分短縮

90

約68分 約35分

⻑崎県 平均41分

約61分 約43分
0

30

60
佐賀県 平均38分

（分）

現 況 整備後

所要時間が

約18分短縮

90

現 道 整 備 後
※ R3全国道路街路交通情勢調査より算出
昼間12h平均旅行速度（整備後は80.0km/hで計算）

※諫早市街地〜⿅島市街地間で計上

鹿島市
約 50 km

諫早市

約75分 約35分

約40分

短縮

約50km

嬉野医療センター
(第３次救急医療機関)

長崎医療センター
(第３次救急医療機関)

⿅島消防署
太良分署

県央消防本部
高来分署

鹿島市

太良町

諫早市

出動場所

約45km

約45km

佐賀県医療センター 好生館
(第３次救急医療機関)

約60km


